
この不安な時にあって

２０２０年４月
瀬田修道院司牧担当司祭団　小西広志神父

　ふと、どこにコロナウイルスがいるかが一
ひとめ

目でわかるそんなメガネがあったら
いいのにと思った。見えないウイルスが見えたら感

かんせん

染を避
さ

けることもできるだろ
う。ドラえもんの助

たす

けを借
か

りたら「ウイルス発
はっけん

見メガネ」を手に入れることがで
きるかもしれない。

　世界は C
コヴィッド

OVID-19（新
しんがた

型コロナウイルス）のおかげで苦
くる

しんでいる。わたした
ちの社会も緊

きんきゅうじたいせんげん

急事態宣言がなされ、一か月以上も行
こうどう

動が制
せいげん

限されている。教会も
また、この未

み ち

知のウイルスに感染しないために、さらには感
かんせんげん

染源とならないため
に先月から閉

と

じている。皆
みな

が集
つど

い、喜
よろこ

びのうちにミサをささげることができない。

　不安である。どこにウイルスがいるかが分
わ

からないから。そして、誰
だれ

からウイ
ルスをうつされるかもかもしれないから。不安だから人々のこころはささくれ立っ
てきた。ちょっとでも咳

せき

やくしゃみをしていたらにらまれる。マスクをしないで
街
まち

を歩くと嫌
いや

がられる。「三
さんみつ

密」（密
みっぺい

閉、密
みっしつ

室、密
みっしゅう

集）を避けよと呼びかけられた
から、人と人の距

きょり

離が広がった。そしたらこころとこころの距離も広がった。不
安の中でお互い信

しんらい

頼しあえない社会となりつつある。

　不安は人を閉じこめる。不安で信頼できないから、人はこころを閉じていく。
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外出を自
じしゅく

粛されているから、家の中に閉
と

じこもっていくのだろうけど、その結果、
人と人との関

かか

わり合
あ

いは薄
うす

らいでいく。たまに買い物に出かけると、そのうっぷ
んをはらそうと、必要のないものまでも買ってしまう。店員につらくあたってし
まう。

　不安は恐
おそ

れをもたらす。見えないものへの恐れだ。しかし、その目に見えない
ウイルスへの怖

こわ

さをふりはらって、勇
ゆうき

気をもって立ち向かっていく医
いりょうじゅうじしゃ

療従事者た
ちがいらっしゃる。本当におつかれさまと声をかけてさしあげたい。不安と恐れ
に対して、自分のいのちをささげることで対

たいおう

応した人々がおられることに驚
おどろ

きを
感じるとともに、ああ神さまは働

はたら

いておられるのだなと思う。

　「ウイルス発見メガネ」はきっと発明されないだろう。わたしたちは、不安と恐
れの中にあっても何かを信じて、せっせと手洗いにはげみ、うがいをし、マスク
をかけて、新型ウイルスに感染しないことを、そしてウイルスの感染源とならな
いことを願

ねが

い求
もと

めていくのだろう。手洗いもうがいもマスクも、いのちをていね
いに生きるための祈りの行

こうい

為のような気がしてならない。「主よ、助
たす

けてください」
（マタ８章 25節）と主イエス・キリストに哀

あいがん

願しながら。

　この不安な時だからこそ、「なぜ、そんなに恐れるのか。まだ信仰はないのか」
（マコ４章 38節）というイエスさまのことばを受けとめたい。これは信仰が未

みじゅく

熟
なわたしたちへのお叱

しか

りのことばではなく、「わたしに信
しんらい

頼して、頼
たよ

って生きてご
覧
らん

なさい」という招
まね

きのことばなのだ。
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司祭団からのお願い
　２０２０年４月１２日
瀬田修道院司牧担当司祭団

主は世の終わりまで、いつも共にいてくださいます。（マタイ 28章 20節参照）

主のご復活おめでとうございます。

　C
コヴィッド

OVID-19（新型コロナウイルス感染症）による感
かんせんかくだい

染拡大を避
さ

けるために四
しじゅんせつ

旬節
中は教会が閉

へいさ

鎖されていました。復
ふっかつさい

活祭を迎
むか

えましたが、これからも教会が閉鎖
され、しばらくの間はミサがありません。皆さんとご一

いっしょ

緒にミサをささげること
ができないのはとても残

ざんねん

念です。

　あの方はどうしているのだろう、あのご家族はどうしているのだろう、あの子
どもたちはどうしているのだろうと教会に集

つど

う人々を思い起
お

こしながら、わたし
たち司

しさいだん

祭団は修
しゅうどういん

道院で祈りとミサをささげています。

　「主は世の終
お

わりまで、いつも共
とも

にいてくださいます」のみことばに支
ささ

えられ、
導
みちび

かれてこの時を歩
あゆ

んでまいりましょう。
　しばらくしたら、教会で皆さまと再

さいかい

会し、よろこびを分
わ

かち合
あ

うことをこころ
より願

ねが

っています。

主イエス・キリストへの信頼のうちに過ごしましょう。
　不安な時だからこそ、神さまへの信

しんらい

頼を失
うしな

わないようにつとめたいものです。
　次の点を大切にしてみたらいかがでしょうか？

典礼への霊的な参加
　東京大司教区では主日のミサのネット配

はいしん

信をおこなっています。ご自宅に環
かんきょう

境
が整
ととの

えば、ネット配信を通
つう

じて典
てんれい

礼に参
さんか

加してください。また、聖
せいたいほうもん

体訪問のため
に聖堂を訪

おとず

れるのも勧
すす

められます。しかし、感染拡大を避けるためにミサなしの
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聖体拝領はできません。

生活の中の祈り
　静

しず

かに黙
もくそう

想しながら過ごすだけが祈りではないでしょう。日々の生活での小さ
な出来事一つひとつが、わたしたちキリスト者にとって神に感

かんしゃ

謝と賛
さんび

美をささげ
る祈りとなります。
　感染予防のための動

どうさ

作：①手洗いをする、②うがいをする、③マスクをかけるは、
いのちを大切にあつかおうとするわたしたちの祈りそのものです。どうぞ、感染
予防の努

どりょく

力を今できる祈りとしてていねいになさってください。

小さな祈り（射
しゃとう

祷）
　目に見えないウイルスにおびえる日々が続

つづ

いています。不安がつのります。外
出もままならないとストレスもたまります。こんな時だからこそ短

みじか

い祈りで復活
された主イエス・キリストに呼

よ

びかけましょう。

　「主よ、あわれみたまえ」
　「主よ、助けてください」
　「主よ、共にいてください」
　といった短いことばで結

けっこう

構です。

大きな祈り（多くの人々と共に）
　司教団は「新型コロナウイルス感染症に苦

くる

しむ世界のための祈り」を発
はっぴょう

表しま
した。小さなカードにして皆さまにお届

とど

けします。一日に一度で結
けっこう

構ですから、
この祈りをこころから唱

とな

えてみましょう。声に出して祈るのもいいです。黙
もくどく

読し
ながらゆっくりとあじわうのもいいです。多くの人々ともに祈りをささげましょ
う。わたしたちの祈りが、誰

だえ

かを支
ささ

えるのだと信じて。


